
◆男女共同参画計画評価シート

男女共同参画計画評価シート男女共同参画計画評価シート

男女共同参画計画評価シート

★は前年度指摘項目

★は前年度指摘項目★は前年度指摘項目

★は前年度指摘項目

基本目標Ⅰ　男女共同参画を推進する環境づくり

基本目標Ⅰ　男女共同参画を推進する環境づくり基本目標Ⅰ　男女共同参画を推進する環境づくり

基本目標Ⅰ　男女共同参画を推進する環境づくり

（１）男女共同参画への意識啓発

（１）男女共同参画への意識啓発（１）男女共同参画への意識啓発

（１）男女共同参画への意識啓発

①男女共同参画に関する調査研究、情報収集・提供

①男女共同参画に関する調査研究、情報収集・提供①男女共同参画に関する調査研究、情報収集・提供

①男女共同参画に関する調査研究、情報収集・提供

P12 平成28年度 平成29年度

1

男女共同参画に関する市民意識を把握す

るため、定期的に市民意識調査を実施し

ます。

地域づくり課

・平成２７年度に「男女共同参画計画」策定にあ

たって市民意識調査を実施しており、平成２８年度

は実施していない。平成３２年度の計画見直し時

に実施する予定。

・市民団体との協働事業で、２０～３０代の男女に、

家庭における男女共同参画に関するアンケート調査

を行った。　※資料１　アンケート結果

P12 平成28年度 平成29年度

秘書広報課

・市ホームページの「行政情報」内に「男女共同参

画」のカテゴリーを設置し、情報発信を推進した。

・市ホームページの「行政情報」内に「男女共同参

画」のカテゴリーを設置し、情報発信を推進した。

地域づくり課

・「大網白里市男女共同参画計画」について掲載

するとともに、女性活躍推進や男女共同参画につ

いてのイベント等の情報を発信した。

・「大網白里市男女共同参画計画」について掲載す

るとともに、女性活躍推進や男女共同参画について

のイベント等の情報を発信した。

P12 平成28年度 平成29年度

3

市内図書室において、男女共同参画に関

する冊子等の閲覧及び貸し出しをします。

生涯学習課

・男女共同参画に関する冊子等の閲覧及び貸し

出しを行った。

・男女共同参画に関する冊子等の閲覧及び貸し出し

を行った。

②家庭、地域における男女共同参画意識の啓発

②家庭、地域における男女共同参画意識の啓発②家庭、地域における男女共同参画意識の啓発

②家庭、地域における男女共同参画意識の啓発

P13 平成２８年度 平成２９年度

男女共同参画社会の実現に向けた広報・

啓発活動を推進します。

地域づくり課

・広報紙において、「男女共同参画計画の策定」に

ついて周知した。また、男女共同参画地域推進員

の活動についても、広報紙や区・自治体への回覧

で周知した。

・市民団体との協働事業で、市の広報紙内において

男女共同参画に関する連載を各月で行った。また、

男女共同参画地域推進員が作成した新聞を区・自

治会へ回覧した。　※資料２　海匝・山武男女共同参

画だより

・男性の家事参加促進のため、内閣府が実施する

「おとう飯」の趣旨に賛同し、市長がサポーターとして

参加した。　※資料３　内閣府「おとう飯」ホームペー

ジ

【指標】 目標値 平成２８年度 平成２９年度

広報紙、ホームページ等を利用した男女

共同参画についての啓発

年１回以上 ４回 ６回

市民意識調査（男女平等に関する意識）に

おいて「平等になっている」と答える割合

増加 未実施 今回のアンケート調査では未調査

P14 平成２８年度 平成29年度

性別等にとらわれることなく、個性を重視し

た男女平等教育・人権教育を推進します。

管理課

・千葉県教育委員会主催の人権教育研修会に教

職員が参加し、学校での指導に活かした。

・性別にとらわれることなく、本人の希望を重視し

た職場体験学習を実施した。

・千葉県教育委員会主催の人権教育研修会に教職

員が参加し、学校での指導に活かした。

・性別にとらわれることなく、本人の希望を重視した

職場体験学習を実施した。

【指標】 目標値 平成２８年度 平成29年度

教職員研修（希望研修）への参加 年1回以上 年２回 年２回

職場体験学習の実施 年1回以上 年１回 年１回

P14 平成２８年度 平成２９年度

6

固定的な男女別の職業観にとらわれな

い、進路選択ができるよう、本人の適正・

希望を踏まえ、適切な進路指導を推進しま

す。

管理課

・参考となる適切な情報を適宜提供しながら、本人

の適性や希望を尊重した進路指導を実施した。

・参考となる適切な情報を適宜提供しながら、本人の

適性や希望を尊重した進路指導を実施した。

P14 平成２８年度 平成29年度

7

全小・中学校への男女混合名簿の導入な

ど、学校運営や慣習の改善を図ります。

管理課

・全ての学校において男女混合名簿を導入し、慣

習の改善を図った。

・全ての学校において男女混合名簿を引き続き使用

し、慣習の改善を図った。

P14 平成28年度 平成29年度

子どもが性別等にとらわれず、個性を伸ば

すことができるよう、家庭教育の機会の提

供を図ります。

生涯学習課

・家庭教育の機会の提供を目的に、家庭教育学

級小・中学校部会並びに幼稚園部会を開催した。

・家庭教育の機会の提供を目的に、家庭教育学級

小・中学校部会並びに幼稚園部会を開催した。

【指標】 目標値 平成２８年度 平成29年度

各幼稚園と小・中学校での家庭教育学級

の開催

年４回以上 ２回（７月、１１月） 年２回開催（６月、１１月）

（２）男女共同参画の視点に立った教育・学習の推進

（２）男女共同参画の視点に立った教育・学習の推進（２）男女共同参画の視点に立った教育・学習の推進

（２）男女共同参画の視点に立った教育・学習の推進

①学校教育、社会教育における男女共同参画の推進

①学校教育、社会教育における男女共同参画の推進①学校教育、社会教育における男女共同参画の推進

①学校教育、社会教育における男女共同参画の推進

②家庭、地域における男女平等教育学習の推進

②家庭、地域における男女平等教育学習の推進②家庭、地域における男女平等教育学習の推進

②家庭、地域における男女平等教育学習の推進

2

男女共同参画に関する情報提供のため、

ホームページの充実を図ります。

4

5

8

1



P14 平成28年度 平成29年度

9

男女共同参画に関する出前講座を実施し

ます。

地域づくり課

・出前講座「男女共同参画について」のメニューを

新設した。（１月末時点で申し込みなし）

・出前講座「男女共同参画について」を１回実施し

た。（大網高校３年生６９名）

★

③生涯学習における男女共同参画の推進

③生涯学習における男女共同参画の推進③生涯学習における男女共同参画の推進

③生涯学習における男女共同参画の推進

P14 平成28年度 平成29年度

地域づくり課

・市民向けに、男女共同参画講演会「ギスギス夫

婦をやめてニコニコ夫婦になろう」を開催した。

・市民団体との協働事業で、男女共同参画講演会

「すべての若者が生きられる未来を～家族、教育、

仕事からの排除に抗して～」を開催した。

生涯学習課

・「いきいき市民大学講座」を開催し、男女様々な

講師を招き市民向けの講演会を行った。

・「いきいき市民大学講座」を開催し、男女様々な講

師を招き市民向けの講演会を行った。

【指標】 目標値 平成28年度 平成29年度

市民を対象にした男女共同参画に関する

講座・講演会の実施

２年に１回以上 １回（Ｈ２８年１月） １回（Ｈ３０年２月）

P16 平成28年度 平成29年度

女性の意見や視点を市政により一層反映

させるため、各種審議会・委員会等への女

性の積極的登用に努めます。

関係各課

・女性委員が半数となる審議会・委員会等もある

一方、女性委員がいないものもある。まずは、女

性委員がいない審議会・委員会を減らすよう努め

る。

・女性委員のいる審議会の数は増加したものの、女

性委員数は減少した。　※資料４・５　審議会におけ

る女性の割合

【指標】 目標値 平成28年度 平成29年度

審議会等における女性委員の割合 30% 22% 19%

②事業所、団体等における方針決定過程への女性の参画促進

②事業所、団体等における方針決定過程への女性の参画促進②事業所、団体等における方針決定過程への女性の参画促進

②事業所、団体等における方針決定過程への女性の参画促進

P16 平成28年度 平成29年度

商工観光課

・男女雇用機会均等法の改正で、妊娠・出産等に

関するハラスメント防止措置義務が新設されたこ

と等について、窓口でチラシを配布、広報紙で周

知した。

・男女雇用機会均等法の改正で、妊娠・出産等に関

するハラスメント防止措置義務が新設されたこと等に

ついて、窓口でチラシを配布、広報紙で周知した。

地域づくり課

・女性活躍推進に関する国や県に関する情報提

供があった場合、ホームページへの掲載やチラシ

等の配布を行った。

・千葉県の男女共同参画事業者表彰の募集につい

て、チラシの配布を行った。

P16 平成28年度 平成29年度

商工観光課

・厚生労働省の行う、ポジティブアクションに取り組

む企業を対象にした表彰制度についてリーフレッ

トを設置、周知した。

・厚生労働省の行う、ポジティブアクションに取り組む

企業を対象にした表彰制度についてリーフレットを設

置、周知した。

地域づくり課

・男女雇用機会均等法の改正で、妊娠・出産等に

関するハラスメント防止措置義務が新設されたこ

とに合わせて、窓口でチラシを配布し、周知した。

・マタニティハラスメントについて、窓口でチラシを配

布し、引き続き防止に努めた。

③市役所における管理職等への女性の登用促進

③市役所における管理職等への女性の登用促進③市役所における管理職等への女性の登用促進

③市役所における管理職等への女性の登用促進

P16 平成28年度 平成29年度

職員の意欲、能力等を十分配慮し、適材

適所を基本に、男女の区別なく職域拡大

を図り、かつ女性の登用を進めます。

総務課

・意欲・能力のある女性職員の管理職への登用に

努め、課長相当職・副課長相当職（・班長相当職）

に占める女性割合について、昨年度と比較し、す

べての率で上回った。

・課長相当職・副課長相当職（・班長相当職）に占め

る女性割合について、昨年度と比較し、若干下がっ

ているが、引き続き、適材適所を意識した意欲・能力

のある女性職員の管理職への登用に努める。

※資料5　管理職の在職状況

★

【指標】 目標値 平成28年度 平成29年度

課長相当職に占める女性の割合（市職

員）

10% 9% 8% (★)
副課長相当職に占める女性の割合（市職

員）

30% 29% 28%

班長相当職に占める女性の割合（市職

員）

40% 38% 34%

P16 平成28年度 平成29年度

女性職員の積極的な育成と能力の活用を

図るため、職員研修の充実と能力開発の

ための研修への参加機会の確保・拡大を

図ります。

総務課

・10月に主任主事相当職以上の女性職員を対象

とした「女性活躍推進研修」（庁内研修）を実施し、

51人が受講した。

・千葉県自治研修センター主催の「女性リーダー

スキルアップ研修」に女性職員3人が参加した。

・10月に主査相当職以上を対象とした「説明力向上

研修」（庁内研修）を実施し、女性職員17人が受講し

た。

・千葉県自治研修センター主催の「女性リーダースキ

ルアップ研修」に女性職員2人、「接遇研修指導者養

成研修」に女性職員1名が参加した。

【指標】 目標値 平成28年度 平成29年度

女性職員の能力開発のための研修への

参加人数

述べ年間5人

以上

54人 20人

（３）政策、方針決定過程における男女共同参画の推進

（３）政策、方針決定過程における男女共同参画の推進（３）政策、方針決定過程における男女共同参画の推進

（３）政策、方針決定過程における男女共同参画の推進

①各種審議会等への女性の参画促進

①各種審議会等への女性の参画促進①各種審議会等への女性の参画促進

①各種審議会等への女性の参画促進

10

男女共同参画や性の多様性、ワーク・ライ

フ・バランス等をテーマにした講座・講演会

を開催し、意識の啓発を図ります。

9

11

12

広報紙、ホームページ等を利用し、事業

所・団体における女性の参画拡大につい

ての周知・啓発を図ります。

13

14

「男女雇用機会均等月間」に合わせ、商工

会等の関係機関を通して、男女雇用機会

均等にかかる法制度の周知を図るととも

に事業所・団体が進めるポジティブ・アク

ション（積極的改善措置）について、啓発を

図ります。

2



基本目標Ⅱ　家庭からはじまる男女共同参画への意識づくり

基本目標Ⅱ　家庭からはじまる男女共同参画への意識づくり基本目標Ⅱ　家庭からはじまる男女共同参画への意識づくり

基本目標Ⅱ　家庭からはじまる男女共同参画への意識づくり

（１）男女がともに支え合う家事・育児・介護等の支援

（１）男女がともに支え合う家事・育児・介護等の支援（１）男女がともに支え合う家事・育児・介護等の支援

（１）男女がともに支え合う家事・育児・介護等の支援

①子育て、介護における男女共同参画の推進

①子育て、介護における男女共同参画の推進①子育て、介護における男女共同参画の推進

①子育て、介護における男女共同参画の推進

P17 平成28年度 平成29年度

マタニティ教室へ男女での参加を促すな

ど、出生前から男女が協力して育児がで

きるよう支援します。

健康増進課

・マタニティ教室第Ⅲ課で沐浴練習や妊婦体験、

赤ちゃんふれあい体験を提供している。

・マタニティ教室第３課で沐浴実習や妊婦体験、赤

ちゃんふれあい体験を提供している。

【指標】 目標値 平成28年度 平成29年度

マタニティ教室に男女で参加する割合 ８０％以上 90% 86%

P17 平成28年度 平成29年度

16

介護等についての基礎知識と介護制度に

ついて理解を深めるため、出前講座を開

催します。

高齢者支援課

・介護保険のしくみについて出前講座を開催して

いる。

・介護保険のしくみについて出前講座を開催してい

る。

P17 平成28年度 平成29年度

17

男性の育児参加を促進するため、市男性

職員が率先して育児に携わるよう働きか

けます。

総務課 ・取組は特にしていない。

対象職員から育児に関する休暇について相談が

あった際に、特別休暇（子育て休暇）制度や育児休

業等について説明した。

★

P17 平成28年度 平成29年度

健康増進課

・食生活改善協議会主催でシニア世代の簡単クッ

キング（男性料理）を実施した。

・食生活改善協議会主催でシニア世代の簡単クッキ

ング（男性料理）を実施し、料理や太巻き寿司を実習

した。

生涯学習課

公民館の同好会が、男性料理の講座を開催し、第

３（金）に講師の指導により、レシピを参考にして、

毎回３～４品目の調理実習、試食、そして意見交

換をした。

公民館の同好会が、男性料理の講座を開催し、第３

（金）に講師の指導により、レシピを参考にして、毎回

３～４品目の調理実習、試食、そして意見交換をし

た。

基本目標Ⅲ　男女がともに個性と能力を発揮できる職場・労働環境づくり

基本目標Ⅲ　男女がともに個性と能力を発揮できる職場・労働環境づくり基本目標Ⅲ　男女がともに個性と能力を発揮できる職場・労働環境づくり

基本目標Ⅲ　男女がともに個性と能力を発揮できる職場・労働環境づくり

(１）男女がともに能力を生かせる職場づくりの促進

(１）男女がともに能力を生かせる職場づくりの促進(１）男女がともに能力を生かせる職場づくりの促進

(１）男女がともに能力を生かせる職場づくりの促進

①職場における男女の均等な機会・待遇の確保と女性の就業継続支援

①職場における男女の均等な機会・待遇の確保と女性の就業継続支援①職場における男女の均等な機会・待遇の確保と女性の就業継続支援

①職場における男女の均等な機会・待遇の確保と女性の就業継続支援

P21 平成28年度 平成29年度

19

職場において男女の均等な雇用機会と待

遇を確保するため、男女雇用機会均等法

や制度の周知を図ります。

商工観光課

・男女雇用機会均等法改正の周知のチラシをロ

ビーに設置した。

・男女雇用機会均等法改正の周知のチラシをロビー

に設置した。

P21 平成28年度 平成29年度

20

職場における男女の均等な機会・待遇の

確保や女性の就業継続支援に関する研

修やセミナーの情報を事業所に提供する

とともに、参加の促進を図ります。

商工観光課 ・セミナーのチラシを各公共施設に設置した。

・セミナー及びシンポジウムのチラシを各公共施設に

設置した。

P21 平成28年度 平成29年度

21

職場において、女性が働きやすい環境を

確保するため、セクシュアル・ハラスメン

ト、マタニティ・ハラスメント等の防止に関

する啓発を図ります。

商工観光課

・男女雇用機会均等法改正の周知のチラシをロ

ビーに設置した。

・男女雇用機会均等法改正の周知のチラシをロビー

に設置した。

P21 平成28年度 平成29年度

家族経営協定の締結を促進します。 農業振興課

・就農相談や農業経営改善計画作成、更新相談

会にて制度周知を行った。

・認定農業者、認定新規就農者を中心に、家族内で

の役割分担を明確化し、協定を結ぶことで得られるメ

リットについて説明、制度周知を継続して行っていく。

【指標】 目標値 平成28年度 平成29年度

家族経営協定の新規締結数 ５件以上 0件 0件 ★

P21 平成28年度 平成29年度

女性の認定農業者の増加を目指します。 農業振興課

・就農相談や農業経営改善計画新規作成、更新

時、女性農業者が一緒に経営に携わっている経

営体に対し、認定農業者制度の周知を行った。

・認定新規就農者や認定農業者とそれに伴い活用で

きる支援事業等を国・県・関係団体等と連携し、広く

周知を継続して行っていく。

【指標】 目標値 平成28年度 平成29年度

女性の新規認定農業者 ５人以上 0人 1人 ★

②農業、商工業等自営業における男女共同参画の促進

②農業、商工業等自営業における男女共同参画の促進②農業、商工業等自営業における男女共同参画の促進

②農業、商工業等自営業における男女共同参画の促進

②男性の生活技術習得の推進

②男性の生活技術習得の推進②男性の生活技術習得の推進

②男性の生活技術習得の推進

男性のための料理教室など、楽しみなが

ら生活技術を習得できるよう、講座や教室

の充実を図ります。

18

15

22

23

3



③女性の起業や再就職の支援

③女性の起業や再就職の支援③女性の起業や再就職の支援

③女性の起業や再就職の支援

P21 平成28年度 平成29年度

商工観光課

・千葉県ジョブサポートセンターや近隣市町と共催

で、子育てお母さんの就職に関するセミナーを

行った。

・講座やセミナーのチラシを各施設に設置した。

地域づくり課

・男女共同参画センター等の講座・催しについてチ

ラシを窓口で配布した。

・男女共同参画センター等の講座・催しについてチラ

シを窓口で配布した。

・男女共同参画センターが発行する広報誌を窓口で

配布した。

P21 平成28年度 平成29年度

25

ジョブサポートセンター等と連携し、就職支

援の情報を提供します。

商工観光課

・ハローワークやジョブカフェ、ジョブサポ等で行う

支援のチラシをロビー等に設置した。

・県内で行われる面接会の周知を広報やチラシ等

で行った。

・県内で行われる面接会を広報やチラシ等で周知し

た。

①ワーク・ライフ・バランスの意識定着と環境整備

①ワーク・ライフ・バランスの意識定着と環境整備①ワーク・ライフ・バランスの意識定着と環境整備

①ワーク・ライフ・バランスの意識定着と環境整備

P26 平成28年度 平成29年度

26

事業所へのワーク・ライフ・バランス意識の

普及、啓発に努め、育児・介護休業取得や

短時間勤務制度等、多様な働き方が可能

となる制度の導入促進を図ります。

商工観光課

・ワーク・ライフ・バランス等のチラシを関係課へ情

報提供した。

・ワーク・ライフ・バランス等のチラシを関係課へ情報

提供した。

P26 平成28年度 平成29年度

市職員一人ひとりがワーク・ライフ・バラン

ス意識を持って職務に当たることができる

よう、積極的な働きかけや情報提供を行い

ます。

総務課

・毎週水曜日を「ノー残業デー」とし、庁内の電子

掲示板を通じて呼びかけた。

・ストレスチェックで高ストレス者と判断された職員

に対し、面談の実施について案内した。

・毎週水曜日を「ノー残業デー」とし、庁内の電子掲

示板を通じて定時退庁を促した。

・ストレスチェックで高ストレス者と判断された職員に

対し、面談の実施について案内した。

・男性の育児休業等取得率について、前年度に引き

続き目標値を達成した。

【指標】 目標値 平成28年度 平成29年度

男性の育児休業等取得率（市職員） 10% 14.29% 14.3% ★

②子育て支援

②子育て支援②子育て支援

②子育て支援

P26 平成28年度 平成29年度

子育て支援課

新規認可保育施設について保護者の就労形態に

応じた延長保育の実施の検討、実施をしていただ

いた。

認可保育施設について保護者の就労形態に応じた

延長保育の実施の検討、実施をしていただいた。

管理課

・瑞穂幼稚園において試行的に預かり保育を実施

している。

・瑞穂幼稚園において試行的に預かり保育を実施し

ている。

【指標】 目標値 平成28年度 平成29年度

時間外保育の実施 全施設 全施設 全施設

病後児保育の実施 ３カ所 １カ所（みどりが丘） １カ所(みどりが丘）

一時保育の実施 １カ所 ２カ所（大竹、みどりが丘） ３カ所（大竹、みどりが丘、ありんこ親子）

P26 平成28年度 平成29年度

子育て支援課

・家庭相談員が子育てに関する悩みや相談などを

受け、相談者に対し助言や支援の提供を行った。

・家庭相談員が子育てに関する悩みや相談などを受

け、相談者に対し助言や支援の提供を行った。

健康増進課

・乳児相談を毎月1回ずつ3か所の会場で実施し

た。

・乳児相談は毎月１回ずつ２会場で実施した。

P26 平成28年度 平成29年度

子育て支援課 ・市内全小学校に公設学童保育室を開設した。

市内全小学校で学童保育室を実施

大網小学校の余裕教室を借受け、学童保育室の拡

充して、利用定員の増加を図った。

生涯学習課

・放課後子ども教室を市内6つの小学校で開催し、

児童の放課後の居場所づくりを行った。

･市内の全小学校で放課後子ども教室を開催し，児

童の放課後の居場所づくりを行った。

【指標】 目標値 平成28年度 平成29年度

学童保育の開設場所 ９カ所 ９か所（公設7、民設2） 10か所(公設7、民設3)

P26 平成28年度 平成29年度

31

子育て世帯に対する助成や各種手当など

の経済的支援を行います。

子育て支援課

・児童手当、子ども医療費助成、出産子育て支援

金を支給した。

・児童手当、子ども医療費助成、出産子育て支援金

を支給した。

（２）仕事と家事・育児・介護等の両立の推進

（２）仕事と家事・育児・介護等の両立の推進（２）仕事と家事・育児・介護等の両立の推進

（２）仕事と家事・育児・介護等の両立の推進

28

保護者が安心して働くことができるよう、一

時預かり、延長保育、病後児保育など、多

様な保育制度の充実を図ります。

29

育児や保育制度について気軽に相談でき

る窓口を整え、子育てに関する情報などを

提供します。

27

24

県男女共同参画センター等で開催する女

性の職業能力開発講座等を周知し、参加

を促進します。

放課後に適切な遊びや活動拠点を与えら

れるよう、学童保育、放課後子ども教室等

の居場所づくりをします。

30

4



③高齢者、障害者への介護支援

③高齢者、障害者への介護支援③高齢者、障害者への介護支援

③高齢者、障害者への介護支援

P26 平成28年度 平成29年度

高齢者支援課

・介護保険や他サービス等、相談内容に適した情

報を提供した。

・介護保険や他サービス等、相談内容に適した情報

を提供した。

社会福祉課

・障害者、家族等からの相談に応じ、適切な助言

を行った。また、必要に応じて他機関との連携も

とった。

・障害者、家族等からの相談に応じ、当事者の状況

をふまえ、適切な助言を行った。また、必要に応じて

他機関との連携により当事者の支援に努めた。

P26 平成28年度 平成29年度

33

介護等についての基礎知識と介護制度に

ついて理解を深めるため、適切な介護

サービスの情報を提供します。

高齢者支援課

・介護保険制度についてのパンフレットを窓口に

設置した。

・介護保険制度についてのパンフレットを窓口に設置

した。

P26 平成28年度 平成29年度

34

介護予防や介護者の健康づくり、介護制

度への理解を深めるため、出前講座を実

施します。

高齢者支援課

・介護保険のしくみ、高齢者福祉サービスについ

て、認知症サポーター養成講座、高齢者の権利擁

護についての出前講座を開催している。

・介護保険のしくみ、高齢者福祉サービスについて、

認知症サポーター養成講座、高齢者の権利擁護に

ついての出前講座を開催している。

④ひとり親家庭等の自立支援

④ひとり親家庭等の自立支援④ひとり親家庭等の自立支援

④ひとり親家庭等の自立支援

P27 平成28年度 平成29年度

35

自立に必要な情報提供をするとともに、各

種手当の支給、医療費助成等を通じ、経

済的な負担を軽減し、生活の安定を図りま

す。

子育て支援課

・児童扶養手当の支給、ひとり親医療費助成を実

施した。

・児童扶養手当の支給、ひとり親医療費助成を実施

した。

P27 平成28年度 平成29年度

36

就労経験の少ない母子家庭の母に対し、

必要な情報提供を行い、就労を支援しま

す。

子育て支援課

・社会福祉課で実施している就労相談窓口を紹介

した。

・社会福祉課で実施している就労相談窓口を紹介し

た。

基本目標Ⅳ　男女がともに安心して暮らせる地域づくり

基本目標Ⅳ　男女がともに安心して暮らせる地域づくり基本目標Ⅳ　男女がともに安心して暮らせる地域づくり

基本目標Ⅳ　男女がともに安心して暮らせる地域づくり

（１）地域における男女共同参画の促進と地域環境の整備

（１）地域における男女共同参画の促進と地域環境の整備（１）地域における男女共同参画の促進と地域環境の整備

（１）地域における男女共同参画の促進と地域環境の整備

①地域における慣習、慣行の見直しの啓発

①地域における慣習、慣行の見直しの啓発①地域における慣習、慣行の見直しの啓発

①地域における慣習、慣行の見直しの啓発

P29 平成28年度 平成29年度

37

区・自治会等に男女共同参画に関する理

解を深めるための広報等を行い、地域の

中に根強く残る男女不平等な習慣・慣行

等の見直しに向けて、意識啓発を図りま

す。

地域づくり課

・「大網白里市男女共同参画計画」の概要版を、

区・自治会を通じて回覧し、男女共同参画につい

て意識啓発を図った。

・男女共同参画講演会のチラシや、男女共同参画地

域推進員が作成した新聞を区・自治会を通じて回覧

し、男女共同参画に関する意識啓発を図った。

②地域活動における女性の参画促進

②地域活動における女性の参画促進②地域活動における女性の参画促進

②地域活動における女性の参画促進

P29 平成28年度 平成29年度

38

男女共同参画に取り組む市民団体の自主

的学習活動やサークル活動などを支援し

ます。

地域づくり課

・男女共同参画を推進する市民団体と共催で、講

演会・地域交流会「消費と男女共同参画」を実施し

た。

・市内の女性グループが主催する意見交換会に

参加した。

・男女共同参画に取り組む市民団体との協働事業

で、「男女共同参画啓発事業」を行った。

P29 平成28年度 平成29年度

39

区・自治会活動などの地域活動や各種ボ

ランティア活動における男女共同参画を促

進します。

地域づくり課

・ボランティア登録団体に対し、男女共同参画に関

する講演会のチラシを配布し、参加を呼び掛け

た。

・区・自治会に男女共同参画講演会、男女共同参画

地域推進員が作成した「男女共同参画だより」を回

覧し、地域の男女共同参画意識の高揚に努めた。

③外国人への情報提供等の支援

③外国人への情報提供等の支援③外国人への情報提供等の支援

③外国人への情報提供等の支援

P29 平成28年度 平成29年度

総務課

・「大網白里市多文化共生推進プラン」に基づく施

策メニューの実施を進めた。

・「大網白里市多文化共生推進プラン」に基づく施策

メニューの実施を進めた。

生涯学習課

・通訳翻訳ボランティアの登録を行い、行政窓口

手続き補助や、チラシ・ポスターの翻訳作成を行っ

た。

・市国際交流協会との連携により、通訳翻訳ボラン

ティア

業務の推進を行っている。

健康増進課

・外国語版の母子手帳の発行や、子どもの急病ガ

イドブックを英語版で作成している。

・外国語版母子手帳を配布した。

地域づくり課

・家庭ごみの出し方パンフレット（英語版及び中国

語版）を作成し、窓口で配布するとともに市ホーム

ページに掲載した。

・家庭ごみの出し方パンフレット（英語版及び中国語

版）を作成し、窓口で配布するとともに市ホームペー

ジに掲載した。

財政課

・庁舎案内図（本庁舎１階設置分）への英訳補記

を行った。

・庁舎案内図（本庁舎１階設置分）への英訳補記を

行った。

安全対策課

・防災訓練において、外国人住民のための支援

（通訳・体験補助）を行った。

防災訓練において、外国人住民のための支援（通

訳・体験補助）を行った。

商工観光課

・厚生労働省の最低賃金周知のチラシを設置、情

報提供した。

・厚生労働省の最低賃金周知のチラシを設置、情報

提供した。

32

40

高齢者、障害者等の相談に応じ、適切に

助言を行います。

本市に在住または本市を訪れる外国人に

対して、各種パンフレットやホームページ

等の多言語化を図るなど、外国語による

情報提供等の支援を行います。

5



（２）防災における男女共同参画の推進

（２）防災における男女共同参画の推進（２）防災における男女共同参画の推進

（２）防災における男女共同参画の推進

①防災における男女共同参画の促進

①防災における男女共同参画の促進①防災における男女共同参画の促進

①防災における男女共同参画の促進

P30 平成28年度 平成29年度

消防団員、自主防災組織等地域の自主防

災活動への女性の参画を促進します。

安全対策課

・広報紙において女性消防団の募集を行った。

・千葉県消防協会の主催する、女性消防団シンポ

ジウムに参加し、意見交換を行った。

・広報紙において女性消防団の募集を行った。

・千葉県消防協会の主催する、女性消防団シンポジ

ウムに参加し、事例発表を行った。

【指標】 目標値 平成28年度 平成29年度

新規女性消防団員 １０人以上 2人 0人

②女性の視点を盛り込んだ防災対策の促進

②女性の視点を盛り込んだ防災対策の促進②女性の視点を盛り込んだ防災対策の促進

②女性の視点を盛り込んだ防災対策の促進

P30 平成28年度 平成29年度

災害時の避難所における男女のニーズの

違いを考慮し、女性にも配慮した取り組み

を進めるとともに、男女共同参画の視点を

取り入れた地域防災計画の充実を図りま

す。

安全対策課

・食料や飲料水、生活必需品などについて、備蓄

目標を立て、計画的な備蓄を進めており、女性用

の防災備蓄品についても計画的に購入した。

食料や飲料水、生活必需品などについて、備蓄目標

を立て、計画的な備蓄を進めており、女性用の防災

備蓄品についても計画的に購入した。

【指標】 目標値 平成28年度 平成29年度

大網白里市防災会議における女性委員の

数

３人 2人 1人

（３）男女共同参画の視点に立った健康支援

（３）男女共同参画の視点に立った健康支援（３）男女共同参画の視点に立った健康支援

（３）男女共同参画の視点に立った健康支援

①妊娠、出産等に関する健康支援

①妊娠、出産等に関する健康支援①妊娠、出産等に関する健康支援

①妊娠、出産等に関する健康支援

P31 平成28年度 平成29年度

安心して出産に臨めるよう、妊婦健康診査

の助成を行います。また、乳幼児健診をは

じめとする健康支援・育児に関する相談の

充実を図ります。

健康増進課

・母子手帳交付時に妊婦健康診査14回分の助成

券を発行している。5か月児・1歳6か月児・3歳児

健診をそれぞれ月1回行っている。

・母子手帳交付時に妊婦健康診査14回分の助成券

を発行している。5か月児・1歳6か月児・3歳児健診を

それぞれ月1回行っている。

【指標】 目標値 平成28年度 平成29年度

広報紙、ホームページ等を利用した健診

や相談の周知

年１２回以上 １２回 12回

P31 平成28年度 平成29年度

生後４か月までの乳児のいる家庭を訪問

し、親子の心身の状況や養育環境等の把

握や助言を行うとともに予防接種等の情

報提供を行います。

健康増進課

・生後4か月までの乳児のいる家庭を保健師が訪

問し、養育環境の把握、助言、予防接種や健診の

情報提供をした。

・生後4か月までの乳児のいる家庭を保健師が訪問

し、養育環境の把握、助言、予防接種や健診の情報

提供をした。

【指標】 目標値 平成28年度 平成29年度

新生児または乳児家庭訪問の実施 ９０%以上 93.50% 94.9%

P31 平成28年度 平成29年度

45

妊娠届出書をもとにハイリスク妊婦への個

人相談など、妊娠・出産への不安を軽減

するため、状況に応じた相談対応を行いま

す。

健康増進課

・保健師が全数面接をおこない、ハイリスク妊婦と

判断した方に対して電話や訪問、マタニティ教室で

フォローをおこなっている。

・保健師が全数面接をおこない、ハイリスク妊婦と判

断した方に対して電話や訪問、マタニティ教室でフォ

ローをおこなった。

②性差に配慮した健康支援

②性差に配慮した健康支援②性差に配慮した健康支援

②性差に配慮した健康支援

P31 平成28年度 平成29年度

男女の性差を踏まえた健康支援を進める

ため、性差に応じたがん検診や骨粗しょう

症検診等を実施します。

健康増進課

・20歳以上の女性は子宮がん・骨粗しょう症検診

を、30歳以上の女性は乳がん検診を受診できるよ

うにしている。乳がんと子宮がん検診については、

市で行う集団検診だけでなく医療機関での個別検

診に対して助成も実施している。

・20歳以上の女性は子宮がん・骨粗しょう症検診を、

30歳以上の女性は乳がん検診を受診できるようにし

ている。乳がんと子宮がん検診については、市で行

う集団検診だけでなく医療機関での個別検診に対し

て助成も実施している。

【指標】 目標値 平成28年度 平成29年度

乳がん検診の受診率 30% 23.41% 23.03%

子宮がん検診の受診率 25% 17.65% 17.46%

基本目標Ⅴ　あらゆる暴力の根絶と人権の尊重

基本目標Ⅴ　あらゆる暴力の根絶と人権の尊重基本目標Ⅴ　あらゆる暴力の根絶と人権の尊重

基本目標Ⅴ　あらゆる暴力の根絶と人権の尊重

（１）ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）防止と被害者支援

（１）ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）防止と被害者支援（１）ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）防止と被害者支援

（１）ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）防止と被害者支援

①ＤＶ・虐待被害者等に対する広報・啓発

①ＤＶ・虐待被害者等に対する広報・啓発①ＤＶ・虐待被害者等に対する広報・啓発

①ＤＶ・虐待被害者等に対する広報・啓発

P34 平成28年度 平成29年度

地域づくり課

・県作成のＤＶ防止チラシを区・自治会に回覧し

た。

・ＤＶの電話相談窓口を市役所・公共施設のトイレ

に掲示し、周知した。

・「女性に対する暴力をなくす運動」ポスターを掲

示した。

・広報紙に「女性に対する暴力をなくす運動」に関

する記事を掲載した。

・県作成のＤＶ防止チラシを区・自治会に回覧した。

・ＤＶの電話相談窓口を市役所・公共施設のトイレに

掲示し、周知した。

・「女性に対する暴力をなくす運動」ポスターを掲示し

た。

・広報紙に「女性に対する暴力をなくす運動」に関す

る記事を掲載した。

子育て支援課

・ＤＶは重大な人権侵害であることをホームページ

で周知した。

・ＤＶは重大な人権侵害であることをホームページで

周知した。

【指標】 目標値 平成28年度 平成29年度

ＤＶに関するチラシ等の配布による情報提

供

年1回以上 １回 1回

広報紙、ホームページ等を利用したＤＶ防

止に関する周知

年１回以上 １回 1回

「女性に対する暴力をなくす運動」期間に

あわせての広報活動などにより、ＤＶは重

大な人権侵害であることを周知します。

47

46

42

43

44

41

6



P34 平成28年度 平成29年度

児童虐待防止推進月間にあわせ、児童虐

待防止に関する啓発を行います。

子育て支援課

・児童虐待防止のチラシをＪＲ大網駅及びショッピ

ングセンターアミリィにて配布した。

・児童虐待防止のチラシをＪＲ大網駅及びベイシアに

て配布した。

【指標】 目標値 平成28年度 平成29年度

広報紙、ホームページ等を利用した児童

虐待防止に関する周知

年１回以上 １回 1回

P34 平成28年度 平成29年度

高齢者支援課

・広報紙に虐待の種類や要因等について掲載し

た。

・ケアマネジャー連絡会で虐待に関する説明や講演

を行った。

社会福祉課

・チラシやポスターの設置を行い、障害者虐待防

止に関する啓発を行った。

・チラシやポスターの設置を行い、障害者虐待防止

に関する啓発を行った。

【指標】 目標値 平成28年度 平成29年度

広報紙、ホームページ等を利用した高齢

者・障害者虐待防止に関する周知

年１回以上 １回

高齢者支援課：2回

社会福祉課：１回

P34 平成28年度 平成29年度

子育て支援課

・広報紙、ホームページ、子育てサポートブックに

相談窓口を掲載。出前講座にて相談窓口を周知

した。

・広報紙、ホームページ、子育てサポートブックに相

談窓口を掲載。

高齢者支援課

・虐待に関する相談窓口について広報紙に掲載し

た。

・チラシ等の設置を行い、相談窓口の周知を図った。

社会福祉課

・チラシやポスターの設置を行い、障害者虐待に

関する相談窓口についてを周知を図った。

・チラシやポスターの設置を行い、障害者虐待に関

する相談窓口についてを周知を図った。

P34 平成28年度 平成29年度

管理課

・改正教育基本法に則り、年間３５時間の道徳の

時間を要として、全教育活動を通じて生命の尊重

や社会との関わりについて学んでいる。

・また、授業参観日に道徳の授業を行い、親子で

いじめや人権問題について考える契機としてい

る。

・改正教育基本法に則り、年間３５時間の道徳の時

間を要として、全教育活動を通じて生命の尊重や社

会との関わりについて学んでいる。

・また、授業参観日に道徳の授業を行い、親子でいじ

めや人権問題について考える契機としている。

地域づくり課

・人権擁護委員と連携し、市内全小学校の１・４年

生を対象に、紙芝居やＤＶＤを教材にした「人権教

室」を実施し、他者を尊重することの大切さを呼び

かけた。

・児童・生徒がやさしさ・思いやりの心を育むよう、

市内全小中学校に、人権の花「シャクヤク」を植栽

した。

・人権擁護委員と連携し、市内全小学校の１・４年生

を対象に、紙芝居やＤＶＤを教材にした「人権教室」

を実施し、他者を尊重することの大切さを呼びかけ

た。

・児童・生徒がやさしさ・思いやりの心を育むよう、市

内全小中学校に、人権の花「シャクヤク」を植栽し

た。

P34 平成28年度 平成29年度

高齢者支援課

・虐待防止に関する啓発パンフレットを窓口に設

置した。

・虐待防止に関する啓発パンフレットを窓口に設置し

た。

社会福祉課

・障害者総合支援法に基づき、山武管内で設置し

ている山武圏域自立支援協議会において、障害

者虐待の防止に関する普及・啓発活動に取り組ん

でいる。

・障害者総合支援法に基づき、山武管内で設置して

いる山武圏域自立支援協議会において、障害者虐

待の防止に関する普及・啓発活動に取り組んでい

る。

②相談・支援体制の充実

②相談・支援体制の充実②相談・支援体制の充実

②相談・支援体制の充実

P35 平成28年度 平成29年度

健康増進課

・健診未受診者に対するフローに基づき、訪問し

たり関係機関と連携を図り、状況確認に努めてい

る。

・健診未受診者に対するフローに基づき、訪問したり

関係機関と連携を図り、状況確認に努めた。

管理課

・就学時健康診断では、対象者の把握に努め、全

員受診した。

・小中学校においては、児童・生徒が学校や家庭

での悩みについて相談できるよう「教育相談週間」

を実施している。

・就学時健康診断では、対象者の把握に努め、全員

受診した。

・小中学校においては、児童・生徒が学校や家庭で

の悩みについて相談できるよう「教育相談週間」を実

施している。

【指標】 目標値 平成28年度 平成29年度

乳幼児健診未受診者の状況把握 100%

・1歳6か月児健診把握率　99.6％

・3歳児健診把握率　99.2％

・１歳６か月児健診把握率　98.3%

・３歳児健診把握率　97.4％

P35 平成28年度 平成29年度

家庭相談員を配置し、関係機関と連携しな

がら児童虐待の未然防止、要保護児童等

の早期発見・早期対応及び自立に至る支

援を行います。

子育て支援課

・県主催の児童虐待対応職員研修、家庭相談員

研修等に参加した。

・要保護児童対策地域協議会代表者会議、実務

者会議、個別支援会議を開催した。

・県主催の児童虐待対応職員研修、家庭相談員研

修等に参加した。

・要保護児童対策地域協議会代表者会議、実務者

会議、個別支援会議を開催した。

【指標】 目標値 平成28年度 平成29年度

児童虐待防止に関する研修への参加 年１回以上 ６回 8回

要保護児童対策地域協議会の開催 開催

代表者会議　１回

実務者会議　２回

個別支援会議　１０回

代表者会議　１回

実務者会議　２回

個別支援会議　１６回

54

関係機関と連携し、窓口等において虐待

防止に関する啓発を行うとともに、虐待防

止ネットワーク会議の設置を図ります。

52

乳幼児健診・就学前健診未受診者の把握

や家庭訪問指導を通じて、ＤＶや児童虐待

の早期発見に努めます。

53

49

ＤＶや虐待に関する相談窓口について、周

知を図ります。

50

小・中学校の道徳の授業において、自他

の生命を尊重すること及び集団と社会の

関わりについて、計画的に学んでいくほ

か、人権擁護委員と連携しながら、人権教

育を推進します。

51

高齢者・障害者への虐待防止に関する啓

発を行います。

48

7



P35 平成28年度 平成29年度

ＤＶ相談窓口職員、婦人相談員、母子・父

子自立支援員を配置し、自立支援を含

め、相談者に適切な支援を行います。

子育て支援課

・県主催のＤＶ相談スーパービジョン（担当者研

修）に参加した。

県主催のＤＶ研修、母子・父子自立支援員研修に参

加した。

【指標】 目標値 平成28年度 平成29年度

ＤＶに関する研修への参加 年１回以上 ６回 10回

P35 平成28年度 平成29年度

高齢者支援課

・県等が実施する虐待についての研修へ参加し

た。

・県等が実施する虐待についての研修へ参加し、適

切な相談・支援に努めた。

社会福祉課

・障害者虐待に関する研修に参加し、適切な相

談・支援を行うよう努めた。

・障害者虐待に関する研修に参加し、適切な相談・

支援を行うよう努めた。

【指標】 目標値 平成28年度 平成29年度

高齢者・障害者に対する虐待についての

研修への参加

年１回以上

高齢者支援課：3回

社会福祉課：４回

高齢者支援課：2回

社会福祉課：４回

P35 平成28年度 平成29年度

人権擁護委員による人権相談の充実や法

務局人権擁護課との連携を図ります。

地域づくり課

・毎月１回、人権擁護委員による人権相談を実施

した。

・「人権擁護委員の日」に合わせて、「特設人権相

談」を実施した。

・広報紙、市防災行政無線で相談の実施を広報し

た。

・毎月１回、人権擁護委員による人権相談を実施し

た。

・「人権擁護委員の日」に合わせて、「特設人権相

談」を実施した。

・広報紙、市防災行政無線で相談の実施を広報し

た。

【指標】 目標値 平成28年度 平成29年度

広報紙、ホームページ等を利用した人権

相談に関する周知

年１２回以上 １２回 １２回

人権擁護委員の研修への参加 年１回以上 ２回 ２回

③関係機関との連携強化

③関係機関との連携強化③関係機関との連携強化

③関係機関との連携強化

P35 平成28年度 平成29年度

子育て支援課

・ＤＶ被害者については、社会福祉課と連携して支

援策の検討を行った。

・要保護児童等については、要保護児童対策地域

協議会（代表者会議、実務者会議、個別支援会

議）を開催し、情報共有と支援策の検討を行った。

・ＤＶ被害者については、社会福祉課と連携して支援

策の検討を行った。

・要保護児童等については、要保護児童対策地域協

議会（代表者会議、実務者会議、個別支援会議）を

開催し、情報共有と支援策の検討を行った。

社会福祉課

・障害者虐待のケースに対応する際に、必要に応

じて関係団体との連携を図った。

・障害者虐待のケースに対応する際に、必要に応じ

て関係団体との連携を図った。

高齢者支援課

・関係機関と連絡を取り合い、本人の支援を行っ

た。

・関係機関と連絡を取り合い、本人の支援を行った。

地域づくり課

・ＤＶに関する問い合わせに対して、相談窓口や

県の電話相談を紹介した。

・ＤＶに関する問い合わせに対して、相談窓口や県の

電話相談を紹介した。

管理課

・教育委員会、学校（幼稚園）、子育て支援課、児

童相談所等が連携を図り、様々なケースに対応し

た。

・教育委員会、学校（幼稚園）、子育て支援課、児童

相談所等が連携を図り、様々なケースに対応した。

P35 平成28年度 平成29年度

子育て支援課

・ＤＶ被害者の一時保護入所にあたり、社会福祉

課（保護班）と連携し、被害者の支援方針を検討し

た。

・児童虐待を受けている要保護児童について、東

金警察署、関係課等と連携して、児童相談所へ通

告し、一時保護へつなげた。

・ＤＶ被害者の一時保護入所にあたり、社会福祉課

（保護班）と連携し、被害者の支援方針を検討した。

・児童虐待を受けている要保護児童について、東金

警察署、関係課等と連携して、児童相談所へ通告

し、一時保護へつなげた。

高齢者支援課

・関係機関へ事実確認及び情報共有を図り、必要

に応じて緊急入所等の対応を行った。

・関係機関へ事実確認及び情報共有を図り、必要に

応じて緊急入所等の対応を行った。

社会福祉課

・関係機関・施設と連携し、緊急保護が必要な障

害者に対し適切な対応を行った。

・関係機関・施設と連携し、緊急保護が必要な障害

者に対し適切な対応を行った。

（２）セクシャル・ハラスメント等のあらゆる暴力や性犯罪の防止

（２）セクシャル・ハラスメント等のあらゆる暴力や性犯罪の防止（２）セクシャル・ハラスメント等のあらゆる暴力や性犯罪の防止

（２）セクシャル・ハラスメント等のあらゆる暴力や性犯罪の防止

①人権尊重意識の啓発

①人権尊重意識の啓発①人権尊重意識の啓発

①人権尊重意識の啓発

P36 平成28年度 平成29年度

人権擁護委員と連携し、「人権擁護委員の

日」、「人権週間」にあわせた啓発活動など

を行い、あらゆる暴力が重大な人権侵害

にあたることを周知する。

地域づくり課

・浜まつりと市内スーパーを会場に、人権擁護委

員が啓発物品を配布し、人権擁護委員と人権相

談窓口について周知した。

・浜まつりと市内スーパーを会場に、人権擁護委員

が啓発物品を配布し、人権擁護委員と人権相談窓

口について周知した。

・「人権ミニフェスティバル」を開催し、市民の人権意

識の高揚を図った。また、この中で人権擁護委員の

活動発表を行い、相談窓口を周知した。

【指標】 目標値 平成28年度 平成29年度

街頭人権啓発活動の実施 年２回以上 ２回 ２回

60

57

58

ＤＶ及び虐待（児童・高齢者・障害者等）は

多様な関係機関による支援が必要である

ため、関係団体との連携を図ります。

59

関係機関、関係施設と連携し、ＤＶ及び虐

待（児童・高齢者・障害者等）により緊急保

護が必要なＤＶ被害者・児童・高齢者・障

害者等に対応します。

55

高齢者や障害者に対する虐待について、

適切な相談・支援を行います。

56

8



②セクシャル・ハラスメント等防止対策の推進

②セクシャル・ハラスメント等防止対策の推進②セクシャル・ハラスメント等防止対策の推進

②セクシャル・ハラスメント等防止対策の推進

P36 平成28年度 平成29年度

セクシャル・ハラスメント（相手の意に反し

た性的いやがらせ）等の防止に向けた啓

発に努めます。

地域づくり課

・窓口で、国が作成したセクハラ・マタハラ・パワハ

ラ防止に関するチラシを配布し、啓発した。

・厚生労働省が実施した「全国ハラスメント撲滅キャ

ラバン」の相談窓口を提示した。

【指標】 目標値 平成28年度 平成29年度

セクシャル・ハラスメント等は人権侵害であ

るという認識を促す情報提供

年１回以上 １回 １回

P36 平成28年度 平成29年度

62

職場でのセクシャル・ハラスメント等の防

止を促進するため、千葉労働局雇用均等

室や男女共同参画センターなどの関係機

関において実施されている相談窓口につ

いての情報提供を行います。

商工観光課

・千葉労働局で行っている相談窓口を市広報紙で

周知した。

・労働委員会で行っている相談窓口のチラシを設

置、周知した。

・様々な相談窓口の情報を広報やチラシで周知し

た。

P36 平成28年度 平成29年度

63

市職員に対して、パワーハラスメント、メン

タルヘルス、セクシャル・ハラスメントなど、

精神的・性的な人権意識（資質）向上を図

るため、独自の研修プランや外部研修へ

の参加などを推進します。

総務課

・1月に全職員を対象とした「メンタルヘルス研修」

（庁内研修）を実施し、100人が受講した。

・千葉県自治研修センター主催の「コンプライアン

ス研修」に1人が参加した。

・1月に全職員を対象とした「メンタルヘルス研修」（庁

内研修）を実施し、125人が受講した。

・千葉県自治研修センター主催の「ハラスメント防止

研修」に1名が参加した。

③ストーカーや性的犯罪等の防止対策の推進

③ストーカーや性的犯罪等の防止対策の推進③ストーカーや性的犯罪等の防止対策の推進

③ストーカーや性的犯罪等の防止対策の推進

P37 平成28年度 平成29年度

64

被害者をストーカー行為等から守るため、

ストーカー規制法の周知、啓発を推進する

とともに、関係機関等との連携強化を図り

ます。

地域づくり課

・窓口で相談があったものについて、警察の相談

サポートコーナーを案内した。

・窓口で相談があったものについて、警察の相談サ

ポートコーナーを案内した。

P37 平成28年度 平成29年度

出会い系サイトなど、子どもたちをインター

ネットを介した犯罪から守るため、メディア

教育を実施するなど巻き込まれないため

の対策を進めます。また、広報紙、ホーム

ページ等を利用した周知を図ります。

管理課

・いじめゼロ集会や親子情報モラル教室を実施

し、インターネットに潜む犯罪への対策等について

啓発した。

・また、学校だよりなどの広報紙を活用して、適宜

周知を図っている。

・いじめゼロ集会や親子情報モラル教室を実施し、イ

ンターネットに潜む犯罪への対策等について啓発し

た。

・また、学校だよりなどの広報紙を活用して、適宜周

知を図っている。

【指標】 目標値 平成28年度 平成29年度

インターネットを通じた犯罪に関する児童・

生徒への啓発

年２回以上 年２回 年２回

61

65
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